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２
月
１１
日（
木
・
祝
）、町
制
施
行

日
で
あ
る
こ
の
日
に
、９０
周
年
に
ち

な
ん
で
『
９０
人
の
合
唱
隊
』
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
部
は
「
王
寺
エ
コ
ー
」
に
よ
る

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と「
王
寺
ジ
ュ

ニ
ア
合
唱
団　

フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
」

の
か
わ
い
い
歌
声
で
幕
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

２
部
は
若
手
作
曲
家
の
石
若
雅

弥
氏
を
指
揮
者
に
迎
え
、公
募
で
集

ま
っ
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

９０
人
で
石
若
雅
弥
氏
が
作
曲
さ
れ

た
２
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
昨
年
１１
月
か

ら
６
回
の
練
習
を
重
ね
９０
年
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
、心
を
ひ
と
つ
に

唄
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、雪
丸
も
登
場

し
て
会
場
全
体
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

大
合
唱
し
、
王
寺
町
制
施
行
９０
周

年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
に
な
り
ま
し
た
。

『
９０
人
の
合
唱
隊
』記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

王
寺
町
制
施
行
９０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

▲フィナーレの「ふるさと」の合唱で盛り上がる会場

▲妖精のようなかわいい歌声のフェアリーベル

▲王寺エコーによる大人の魅力あふれる合唱

▲石若氏と雪丸の共演！

▲石若氏への質問コーナー。
　若手作曲家の素顔に迫りました

▲平井町長から開会の挨拶

▲90人が心をひとつにして歌いました
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平
成
２８
年
１
月
３１
日
（
日
）
に
、

や
わ
ら
ぎ
会
館
で
王
寺
伝
統
芸
能

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

扇 

菊
さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
御
祝
儀
舞
に
始
ま
り
、
ラ
ス

ト
の
落
語
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ナ
モ
デ
踊
り
・
王
寺
達
磨
さ
ん

　

雨
乞
い
の
踊
り
と
し
て
全
国
各

地
で
踊
ら
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
ナ
モ
デ
踊
り
や
王
寺

町
を
紹
介
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、

歌
わ
れ
て
き
た
王
寺
達
磨
さ
ん
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雪
丸
講
談

　

王
寺
町
観
光
・
広
報
大
使
で
も

あ
る
川
本
三
栄
子
さ
ん
に
「
聖
徳

太
子
と
雪
丸
」
の
講
談
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

落
語

　

王
寺
町
が
長
年
開
講
し
て
い
る

子
ど
も
落
語
教
室
か
ら
代
表
し
て

２
名
の
小
学
生
と
講
師
の
桂
福
丸

先
生
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桂
九
雀
先
生
に
も
出
演

い
た
だ
き
、
雪
丸
を
題
材
に
し
た

創
作
落
語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

王寺町制施行90周年記念イベント

王寺伝統芸能まつり開催!!

▲ナモデ踊り・王寺達磨さん ▲華麗な御祝儀舞を披露

▲ホールは満席となりました

▲桂九雀さんは雪丸落語を創作・初披露▲桂福丸さん、会場を笑いで包みました ▲大迫力の講談「聖徳太子と雪丸」

▲講師のお二人に負けじと子どもたちも落語に真剣にトライ！
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①白菜を食べやすい大き
さに、大根をいちょう切
り、にんじんを乱切り、し
いたけを薄切りに切る。

②鍋に鶏ガラスープ
と牛乳を混ぜ、味
噌・しょうがを入
れ鶏肉を加える。

⑤お椀に盛り付け、水菜、チ
ーズ、厚さ1cmに切った
フランスパンを添えて完
成。黒こしょうはお好みで。

④煮立たせないよう
に注意しながら、
アクが出たら取り
除く。

③具材（にんじん、大根、
白菜、しいたけ）を火
の通りにくいものか
ら順番に加える。

王
寺
町
商
工
会
青
年
部
考
案
！

　『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』ぜ
ひ
ご
家
庭
で
♪

王
寺
町
商
工
会
青
年
部
考
案
！

　『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』ぜ
ひ
ご
家
庭
で
♪

身体の芯からポッカポカ！
　　　　本格牛乳鍋 やまと雪丸鍋

コツ・ポイント

味を濃厚にしたい場合は、牛乳を
多めに。
ピリッとアクセントをつけたい時
は黒こしょうをお好みで。

このレシピの生い立ち

王寺町のゆるキャラ「雪丸」をイメージし、白いスー
プを使った飛鳥鍋をベースにしています。
家庭料理として根付くよう、手に入りやすい食材を
使っています。

▲大盛況の達磨寺

　

１
月
３１
日（
日
）、達
磨
寺
で
節
分
の
豆
ま
き
が
催
さ
れ
、無

病
息
災
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
鬼
は
ー
、そ
と
！
福
は
ー
、う
ち
！
」の
掛
け
声
の
も

と
、や
ぐ
ら
の
上
か
ら
升
に
入
れ
た
福
豆
を
撒
か
れ
る
と
、

境
内
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
参
拝
者
は
、袋
や
帽
子
な
ど
を

使
っ
て
豆
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
・
広
報
大
使
の
川
本
三
栄
子
さ
ん
と
雪
丸
も
登
場
。

撒
か
れ
た
福
豆
の
中
に
は「
あ
た
り
豆
」が
含
ま
れ
て
お
り
、

受
け
取
っ
た
参
拝
者
に
は
豪
華
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
境
内
に
は
、雪
丸
グ
ッ
ズ
の
販
売
ブ
ー
ス
や
屋

台
が
出
店
さ
れ
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
方
、２
月
３
日（
水
）に
は
、片
岡
神
社
で
も
節
分
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。祭
典
の
あ
と
に
は
、宮
司
、巫
女
ら
に
よ
る

豆
ま
き
が
催
さ
れ
、達
磨
寺
と
は
一
味
違
っ
た
神
聖
な
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
は
王
寺
町
観
光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
主
催「
大
立
山
ま

つ
り
」内
で
１
月
２９
日（
金
）

〜
３１
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た

「
第
３
回
あ
っ
た
か
も
ん
グ

ラ
ン
プ
リ
」に『
や
ま
と
雪
丸

鍋
』が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』は
王
寺

町
商
工
会
青
年
部
が
王
寺
町

の
新
名
物
に
な
る
よ
う
願
い

を
込
め
て
考
案
し
ま
し
た
。

飛
鳥
時
代
か
ら
伝
わ
る
奈
良

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
、飛
鳥
鍋
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
雪
丸
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
真
っ
白
な
ス
ー
プ
が
特
徴
。ご
家
庭
で
も
作
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、ど
こ
で
も
手
に
入
る
食
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

達
磨
寺
・
片
岡
神
社
で
豆
ま
き
開
催
！

▲片岡神社での節分祭の様子

▲当日は、平井町長も参加しました

牛乳としょうがパワーで身体の芯から温まり、牛乳嫌いでも
美味しく食べられる鍋です。

鶏ガラスープ
牛 乳
鶏 も も 肉
白 菜
大 根
に ん じ ん
し い た け

400cc
400cc
320g

1/4切  400g
1/4切  200g
1本  200g

100g

味 噌
し ょ う が
水 菜
フランスパン
チ ー ズ
黒 こしょう

35g
5g
適量

厚さ1cm
お好み
お好み

材料（3～4人分）　　　　　　　　  1人分　496kcal
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１
月
１７
日
（
日
）、
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー

ベ
ル
ホ
ー
ル
で
歴
史
リ
レ
ー
講
座
「
大
和
の
古
都
は
じ
め
」

第
１６
回
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
１
７
４
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
は
帝
塚
山
大
学
特
別
客
員
教
授
の
岡
本
彰
夫
氏
で
、

「
大
和
観
光
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
「
大
和
の
歴
史
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
て
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
食
や
土
産
物
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
知
る
こ
と
が
観
光
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、

同
時
に
日
本
人
の
大
切
な
心
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

の
案
内
に
よ
り
１３
名
の
方
が
達
磨
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」第16回を開催！歴史リレー
講座

第18回　 ３月20日（日）13：30～15：00
　　　　 千田　稔氏（奈良県立図書情報館長）
　　　　　 「大和の古道」

奈良県立万葉文化館　主任研究員
井上 さやか氏　　『記紀万葉と聖徳太子』
唐招提寺　執事　石田 太一氏
『仏教伝来－「唐大和上　東征伝」を基に－』

東大寺別当　華厳宗管長　筒井 寛昭氏　
『大和の文化と世界の繋がり』

大安寺　貫主　河野 良文氏　　　　　　
『平城京の寺院と僧侶』

奈良大学　文学部教授　上野 誠氏
『明神山３６０度「－大和の文学を語る－」』

奈良大学　文学部教授　東野 治之氏　　
『片岡王寺と大原氏』

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

4月17日（日）

5月15日（日）

6月19日（日）

7月17日（日）

8月21日（日）

9月１8日（日）

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668
ホームページ　http://www.oji-kanko.jp/

≪お買物券プレゼント≫受付時に、りーべる王寺東館専門店で、当
日に限りご利用いただけるお買物券（200円）をプレゼントします。

平成２８年度上半期のラインナップ

次回のお知らせ

定員270名　受講料　各回500円
当日12時30分から先着順で入場券配布・開場。

場所　地域交流センター　リーベルホール
 ● 定員を超えた場合、別室にてスクリーンによる視聴を行います。
　（人数に限りがあります。受講料各回500円）。
 ● 講座終了後、自由参加形式により町内の社寺への散策を予定しています。

　

２
月
11
日（
木
・
祝
）、

『
90
人
の
合
唱
隊
』
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
前
に
㈱
奈
良
日
日
新

聞
社
主
催
の
「
第
6
回

県
内
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集

合
＆
大
投
票
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

県
内
か
ら
は
72
体
も

の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
」

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全

国
の
読
者
か
ら
の
投
票

の
結
果
、第
２
位
の
「
ゴ

セ
ン
ち
ゃ
ん（
御
所
市
）」

に
2
0
0
票
以
上
も
の

得
票
差
を
つ
け
ダ
ン
ト

ツ
の
第
１
位
！
見
事

V
3
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

同
社
藤
山
社
長
よ
り
、

表
彰
状
と
記
念
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
、

大
喜
び
の
「
雪
丸
」。

　

み
な
さ
ん
、
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雪丸
 V3!!

県内ゆるキャラ®
　　　ナンバーわん！

▲トロフィーを手にご満悦の雪丸。平井町長、藤山社長と記念撮影
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１
月
１６
日
（
土
）、
出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
イ
ベ
ン
ト
『
り
ー
べ

る
ア
ラ
カ
ル
ト
〜
本
日
の
一
品
〜
王
寺
中
学
校 

吹
奏
楽
部
』
が
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

１
月
に
関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を
受
賞
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
た
１８
名
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
演
奏
は
、『
ジ
ブ
リ
メ

ド
レ
ー
』で
幕
が
開
き
ま
し
た
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
嵐
の『
愛
を
叫
べ
』

で
は
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歌
う
観
客
の
姿
な
ど
も
見
ら
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
受
賞
曲
『
テ
ル
プ
シ
コ
ー
レ
Ⅰ
』

で
は
、金
管
楽
器
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
演
奏
を
、締
め
は
、ス
ウ
ィ
ン
グ
・

ジ
ャ
ズ
の
代
表
曲
『
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
』
に
よ
り
、
軽
快
な
リ

ズ
ム
で
１
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

“王
寺
中
学
校
吹
奏
楽
部
”

♪
雪
丸
し
っ

ぽ
ふ
り
ふ
り
♪

県立王寺工業高等学校×王寺町

　

１
月
１２
日（
火
）に
王
寺
工
業
高

等
学
校
の
生
徒
１３
名
か
ら
王
寺
町

に
、明
神
山
山
頂
に
設
置
す
る
「
悠

久
の
鐘
」・「
銘
板
」
が
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

王
寺
町
で
は
明
神
山
を
飛
鳥
時

代
か
ら
現
在
ま
で
歴
史
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
奈
良
の
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
す
る
た
め
、「
悠
久
の

鐘
」の
設
置
や
展
望
デ
ッ
キ
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。展
望
デ
ッ

キ
は
奈
良
芸
術
短
期
大
学
生
の
皆

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
設
計

中
で
す
が
、展
望
デ
ッ
キ
の
完
成

に
先
立
ち
、悠
久
の
鐘
と
銘
板
が

王
寺
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。王
寺

工
業
高
等
学
校
機
械
工
学
科
の
生

徒
達
の
卒
業
制
作
の
一
環
と
し

て
、約
８
カ
月
を
か
け
て
完
成
さ

れ
た
も
の
で
、王
寺
町
役
場
１
階

の
正
面
玄
関
に
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

明
神
山「
悠
久
の
鐘
」・

　
　
　
　「
銘
板
」引
渡
式
を
挙
行
！
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音楽のある
まちづくり
「人」と「人」をつなぐ
音楽あふれるまちへ

　

１
月
１７
日
（
日
）、
や
わ
ら
ぎ
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
こ
こ
ろ

に
ピ
ア
ノ
♪
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
４０
「
〜
音
の
歳
時
記
〜　

箏
・
尺
八
と
ピ
ア

ノ
の
音
つ
づ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

箏
・
尺
八
奏
者
の
折
本
慶
太
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
榊
原
明
子
さ

ん
の
演
奏
で
、
お
正
月
に
よ
く
聴
く
名
曲
「
春
の
海
」
な
ど
、
和
楽

器
で
奏
で
る
繊
細
か
つ
力
強
い
音
色
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
箏
の
仕
組
み
に
つ
い
て
判
り
易
い
説
明
が
あ
り
、
来
場
者

は
興
味
津
々
で
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
～
音
の
歳
時
記
～　

箏
・
尺
八
と

　
　
　

ピ
ア
ノ
の
音
つ
づ
り
」開
催

繊
細
さ
と
力
強
さ
の

　
　

 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！

　

ジ
ェ
ネ
シ
ス
オ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
は
、車
い
す
ダ
ン
ス
と
、講
師
派
遣

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団

体
で
す
。

　

昨
年
１１
月
20
日（
金
）、王
寺
中
学
校
、

１2
月
１４
日
（
月
）、
王
寺
南
中
学
校
で
、

文
化
芸
術
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
事
業

と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
シ
ス
オ
ブ
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
車

い
す
ダ
ン
ス
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
ダ
ン
ス
を
初
め
て
見
た
生
徒

た
ち
は
、
そ
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
大
迫
力
に
圧
倒
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
も
車
い
す
ダ
ン

ス
を
体
験
し
、
華
麗
に
踊
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
車
い
す
で
の
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
安
藤
さ
ん
か
ら
は
、

幼
少
期
の
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
ご
家
族

の
方
の
苦
労
、
周
り
の
人
た
ち
の
温
か

さ
な
ど
生
徒
た
ち
に
向
け
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
ダ

ン
ス
だ
け
で
な
く
人
の
思
い
に
触
れ
る

い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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申込対象者

申 込 方 法

申込締切日

申 込 先

往復はがきの記載例

王寺町内在住・在勤者

往復はがきに、①受講を希望する教室名　②郵便番号　③住所　④氏名
⑤年齢　⑥性別　⑦電話番号を明記の上、お申込み下さい。

3月21日（月）　※締切日当日消印有効

※教室は原則として5月から始まります。
※往復はがきは、1教室につき１人１枚とします。 
※電話・FAX・窓口でのお申込みは出来ません。  
※定員より多くの申込みがあれば、公開抽選を行います。抽選は3月25日（金）午前10時から
やわらぎ会館2階・文化交流課カウンターで行います。
※募集定員の過半数に達しないときは、開設を中止する場合があります。
※教材費・材料費については、理由にかかわらず返金できませんので、ご了承下さい。
！注意！　ハガキの記入はペンかボールペンでお願いします。（消せるボールペン不可）
！注意！　過去に一度受講された教室には申込みできません。
　　　　  【ただし、3年以上（平成24年度以前受講）空白期間がある場合は可】

申込先名称 郵便番号 住  　　所 電 話 番 号

文 化 交 流 課 王寺町王寺2丁目1番18号636-0002 0745-32-0261

（往信表）

往信 王
寺
町
教
育
委
員
会

　
　

文
化
交
流
課　

行

王
寺
町
王
寺
2
丁
目
1
番
18
号

記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（返信裏） （返信表） （往信裏）

返信 受
講
希
望
者
氏
名

連
絡
先
住
所

●受講希望教室名

●郵便番号

●住所

●氏名

●年齢

●性別

●電話番号

受 講 者 募 集 要 項
平成28年度 王寺町公民館学級・教室

6 3 6 0 0 0 2
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　　　学ぶ楽しさ 再発見！！
平成28年度　王寺町公民館学級・教室生募集

キラリ
●地域交流センターの教室

教　室　名 学 習 内 容 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

募集要項は右のページに掲載しています。

1

2

3

4

5

6

約5km～7kmを毎回歩き
ながら、郷土の歴史・文化
を現地見学します。

昼食代
（2千円～3千円程）・
拝観料・交通費
は各自負担

悠久の奈良を紐解こう

歴 史 教 室 25名 10一 般
男 女

8:50～
16:30

竹 村  　 隆

着付けの基礎・さまざまな
結び方を学びます。

「ヘタでいい、ヘタがいい」
をモットーに楽しく学び
ます。

要：浴衣
素敵な和装時間

着 付 教 室 20名 10一 般
女 性

9:30～
12:00西 村　美智子

パン作りの基本を学び
ます。

材料費
5,000円
8月は休み
材料費 2,000円
道具一式 8,000円
（道具ある方は、
 お持ち下さい。）

焼き立てを自宅でも☆

パン作り教室 16名 10一 般
男 女

9:40～
12:20佐 藤 　 直 子

はじめての、絵手紙

絵 手 紙 教 室 12名 10一 般
男 女

9:30～
11:30

●泉の広場公民館の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

絵を描く基本を学びます。
水彩用具必要
（お持ちでない方
は、初日に購入可）

表現をたのしもう

絵 画 教 室 15名 10一 般
男 女

9:00～
12:00川 田 　 久 世

料理の基本を学び、簡単な
料理は自分で作れるように
なりましょう。

自宅で出来るアロマセラピーを
医療グレードで学び、季節に応
じたアロマグッズを作成します。

材料費
8,000円

教材費
1,000円

教材費
8,000円

キッチンの主役はあなた

男の料理教室 12名 10一 般
男 性

9:30～
13:00北浦　真優美

絵の具に慣れ親しみま
しょう。

えがいてまなぶ

子 ど も の
絵 画 教 室
心とからだの健康に

メディカル・アロマ
セラピー教 室

15名 10小学生 10:00～
12:00中 野 　 美 穂

15名 10一 般
男 女

10:00～
12:00住 谷 　 彩 衣

●王寺南公民館の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

明るく充実した老後を過ご
すために学びます。

充実した生活

シルバー学 級 20名 1065歳以上
男 女

13:00～
14:30

そ の 都 度
変 わ りま す

様々な陶芸技法にチャレン
ジし、楽しく製作しましょう。

つちにかえろう

陶 芸 教 室 15名 10一 般
男 女

10:00～
14:30嶋 田 　 健 児

手作りケーキを楽しみ、生
活を豊かにします。

材料費
7,000円

材料費
必要

材料費
8,500円

道具代3,000円
陶土1kg1,000円（毎回）
釉薬代1,000円（1年分）

パティシエ入門

ケ ー キ 教 室 20名 10一 般
男 女

9:30～
12:00

長 瀬　由美子

園芸の基礎を学び、草花
園芸の楽しみを知りま
しょう。

珈琲の歴史から始まり、
お家でのこだわりコーヒー
の淹れ方も学びます。

なごみガ ーデ ンライフ

ガーデニング教室 15名 4一 般
男 女

一 般
男 女

13:30～
15:30吉 田 　 節 子

手持ちのカメラを自由に操
り、その取扱いの基礎や活
用法の取得をめざします。

瞬間を切り取る

デジタルカメラ
写 し 方 教 室

16名 10一 般
男 女

9:30～
12:00伊 賀 　 　 亨

８月～１２月の教室です
毎月第１・３金曜日

毎月第1金曜日
5月は第２金曜日

毎月第３土曜日
１２月は第２土曜日

毎月第１金曜日
５月・７月・１月は
第２金曜日

５月～１２月の教室です
5/27 ・ 7/15 ・ 11/18 ・
12/16の各金曜日

毎月第３土曜日

毎月第２金曜日
８月は第４金曜日

毎月第2木曜日

毎月第３木曜日

毎月第２水曜日

毎月第３水曜日

5/13 ・ 6/3 ・ 7/1 ・ 9/2  
10/7 ・ 10/21 11/4 
12/2 ・ 1/20 ・ 2/3の
各金曜日

5/20 ・ 6/17 ・ 9/9 
9/23 ・ 10/7 ・ 11/4 
11/25 ・ 1/20 ・ 2/17の
各金曜日と12/17の土曜日

５月～９月の教室です
毎月第２・４金曜日
７月は第３・５金曜日

心が和むパステル画、スタ
ンプアートの技法を学び
ます。

教材費
6,000円

心地よいアート

パステル＆スタンプ
アート教室

16名 10
一 般
男 女

9:30～
11:30

南 　 　 展 代

　 村　満由美

●王寺南公民館の短期教室
　   ※短期教室は開講前に「かわら版」で募集します。詳しくは文化交流課（0745-32-0261）にお問い合わせ下さい。

教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 備　考

1 コーヒーインストラクターに学ぶ

珈 琲 講 座 15名 3×3吉 岡 　 　 誠 材料費
必要１０月以降に開催予定
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お問い合わせは、住民課　清掃事務所（７３－２５１８）

Q
布
団
を
捨
て
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

A
布
団
は
「
燃
え
る
ご
み
」
に

分
別
さ
れ
ま
す
。
た
た
ん
だ
り
、

巻
い
た
り
し
て
、
１
ｍ
く
ら
い
に

し
て
、
ひ
も
で
し
ば
る
・
テ
ー
プ

で
止
め
る
な
ど
広
が
ら
な
い
よ
う

に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
と

ん
袋
に
入
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

Q
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
小
型
家

電
で
出
せ
ま
す
か
？

A
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
、
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

は
「
小
型
家
電
」
で
収
集
し
ま
す
。

電
気
ま
た
は
乾
電
池
で
動
く
一
人

で
持
ち
運
べ
る
く
ら
い
の
製
品

を
「
小
型
家
電
」
の
収
集
対
象
と

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
も
の
は

除
外
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

Q
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
何
ご
み

に
な
り
ま
す
か
？

A
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、Ｃ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
は
、
プ
ラ
ス
チ
ィ
ッ
ク
製
品

の
た
め
「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
量
を
出
す

場
合
は
、
複
数
回
に
分
け
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
が
、
混
入
し
て
い

る
不
燃
ご
み

◇
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
火
災
・
爆
発

事
故
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
必

ず
中
味
を
使
い
切
る
か
、
出
し

切
っ
て
、
穴
を
あ
け
て
か
ら
ス

プ
レ
ー
缶
だ
け
を
入
れ
た
袋
で

「
カ
ン
」
の
収
集
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
布
地
が
つ
い
た
ま
ま
の
ス
プ
リ

ン
グ
マ
ッ
ト

◇
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
は
、
処
理

場
で
の
処
理
が
困
難
な
た
め
、

布
が
つ
い
た
ま
ま
の
も
の
は
受

入
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
、
布
を

は
ず
し
て
「
粗
大
ご
み
」
の
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
白
色
ト
レ
イ
の
中
に
色
・
柄
つ

き
ト
レ
イ
が
混
入
し
た
も
の

◇
色
・
柄
つ
き
ト
レ
イ
が
、
白
色

ト
レ
イ
と
混
ざ
る
と
再
生
時
に

純
度
が
低
下
す
る
た
め
、
業
者

で
引
き
取
り
さ
れ
ま
せ
ん
。
色
・

柄
つ
き
ト
レ
イ
は「
可
燃
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
ス
チ
ロ
ー

ル
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
異
物
が

入
っ
て
い
る
も
の

◇
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
異
物
が
あ
る
と
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
再
生
時
に
障
害
と
な
り
、

業
者
で
引
き
取
り
さ
れ
ま
せ
ん
。

古
紙
類
は
、
種
類
ご
と
に
分
別

し
て
異
物
が
混
入
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
、
何
ご

み
に
な
り
ま
す
か
？

A
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
「
燃
え

る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
後
完
全
に
冷
め
て
か
ら
、
捨

て
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
冷
剤
、
脱
臭
剤
等
も
「
燃
え

る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
、
分
別
や
出
し
方
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
下
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
収
集
で

き
な
い
も
の
や
収
集
日
を
間

違
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
は
回
収

さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ス
プ
レ
ー
缶

が
原
因
の
火
災

事
故
は
、
毎
年

発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
を
な

く
す
た
め
、
必
ず

出
し
方
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

適
正
な
分
別
収
集
・

資
源
収
集
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

●
１
ｍ
以
上
に
な
る
マ
ッ
ト
レ

ス
や
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
は
、

「
粗
大
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
）

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
手
続
き

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◆
電
球
、
蛍
光
灯
、
乾
電
池 

　

取
り
外
し
て
、
有
害
資
源
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト 

　

繊
維
な
ど
が
付
着
し
て
い

る
た
め
、
不
燃
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

◆
温
水
洗
浄
便
座 

　

衛
生
用
品
の
た
め
、
不
燃
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
コ
タ
ツ
等 

　

大
型
の
家
具
に
あ
た
る
た

め
、
粗
大
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

Q＆Aこのごみ､どうする？

ごみの出し方で
ご注意いただきたいこと

ごみ減量化ニュース

本誌の発行と同時に、平成２８年４月からの
ごみカレンダーの配布を開始しました。
カレンダーに掲載できなかった、ごみに関す
るさまざまな質問について、お答えします。

毎日のごみ収集時に、出し方が間違って
いる、危険を伴う、などの理由で回収
できないものがあります。
次のような場合、回収できませんので、
ご注意ください。

番外編
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今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
自
治
会
長

に
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
町
と
自
治
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
会
長
共
々
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成28年の自治会長が決まりました平成28年の自治会長が決まりました
自 治 会 自 治 会 長 自 治 会 自 治 会 長

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

連 合 会 長

東 御 幸

東 王 塚

御 幸

在 原

多 聞

玉 井

堀 之 内

小 松

古 寺

み そ の

花 山

清 川 弐 番 館

り ー べ る 王 寺

天 平 台

青 松 園

向 ヶ 丘

桃 山

池 の 原

白 瓜

中 村

井 戸

門 前

張 井

張 井 北 町

清 川 五 番 館

天 吹 （敬称略・順不同）

片 岡 山 荘

藤 井

大 峯

大 田 口

グランデージ王寺

神 前 橋

王 寺 １ 丁 目

舟 戸 ２ 丁 目

舟 戸 山

舟 戸

舟 戸 西

葛 下 １ 丁 目

イトーピア葛下台

南 駅 前

阪 奈

か つ ら ぎ

小 黒

送 迎

緑 ヶ 丘

山 上

泉 ヶ 丘

つ く し

さ く ら

フ ォ レ ス ト 畠 田

美 し ヶ 丘

王寺スカイヒルズ

井 村 知 次

孤 杉 俊 治

土　肥　三枝子

織 田 一 人

大 偉 之

堀 内 道 男

森 　 彰

惠 木 健 一

寺 田 善 紀

安 川 正 人

瀬 嵜 雄 二

槌　屋　喜久夫

松 田 忠 雄

山 本 恵 美

井 村 知 次

柳 瀨 隆 彦

水 谷 賢 次

石 川 良 一

薄 井 道 彦

辻 　 俊 雄

青 山 良 祐

清 原 史 好

古 田 英 機

𠮷 田 進 亮

仲 窪 宏 之

中 窪 隆 史

辰 巳 克 治

み

そ

の

清
川
弐
番
館

池

の

原

白

瓜

中

村

井

戸

清
川
五
番
館

天

吹

藤

井

大

田

口

王
寺
１
丁
目

舟
戸
２
丁
目

葛
下
１
丁
目

小

黒

泉

ヶ

丘

つ

く

し

フ
ォ
レ
ス
ト
畠
田

美

し

ヶ

丘

巽
　

勇
吉

福
井
國
博

巽

彰

土
谷
正
孝

青
山
　

登

西
川
雅
雄

竹
尾
育
世

畑
井
幸
二

川
口
哲
廣

植
田
博
光

増
田
哲
郎

井
上
　

正

辰
己
賢
一

土
谷
清
彦

安
井
克
明

松
本
和
己

直
鳥
誉
士

荒
井
隆
昭

山 田 眞 誠

福 呂 善 博

𠮷 村 仁 雄

尾 仲 孝 允

竹 上 晴 彦

桝 谷 徹 雄

加 納 美 保

田 中 　 勇

寺 師 春 𠮷

川 中 泰 存

山 田 芳 男

菊 川 　 紀

伊　藤　由紀子

光 安 明 彦

小 野 三 吾

池 田 義 人

吉 村 文 夫

木 下 　 剛

浅 井 秀 樹

植 田 得 實

野 津 利 秀

木 下 啓 子

塩 野 秀 樹

門 田 久 典

山 元 　 剛

井 手 雅 寛
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「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
地
名
に
は
そ
の
土

地
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、「
久
度
」
に
は
ど
の
よ

う
な
歴
史
が
あ
る
の
か
。
地
名

か
ら
読
み
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
久
度
」
の
地
名
由
来
２
説

　

久
度
は
、
王
寺
駅
周
辺
の
地

名
で
す
。
江
戸
時
代
は
王
寺
村

の
な
か
の
集
落
の
ひ
と
つ
で
、

「
久
度
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　

久
度
神
社
の
所
有
品
で
あ
り
、

「
春
日
曼
荼
羅
」
と
い
う
絵
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
箱
の
表
に
、

「
文
明
八
稔
」「
和
州
広
瀬
郡
久

度
郷
堀
内
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

古
く
は
室
町
時
代
の
文
明
８
年

（
１
４
７
６
）
に
「
久
度
郷
」
と

呼
ば
れ
る
集
落
の
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

久
度
の
地
名
の
由
来
に
つ
い

て
は
、
次
の
ふ
た
つ
の
説
が
あ

り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
低
湿
地
を
意
味
す

る「
ア
ク
ト
」と
い
う
言
葉
が「
ク

ト
」
に
省
略
さ
れ
、「
久
度
」
に

な
っ
た
と
い
う
説
で
す
。
久
度

は
大
和
川
と
葛
下
川
に
は
さ
ま

れ
た
標
高
の
低
い
土
地
な
の
で
、

そ
う
し
た
地
形
が
地
名
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
も
う
ひ
と
つ
の
説
は
、

久
度
神
社
に
お
ま
つ
り
さ
れ
る

「
久
度
神
」
と
い
う
神
様
に
関
係

し
ま
す
。

　

久
度
神
は
、『
続
日
本
紀
』
と

い
う
史
料
の
延
暦
２
年
（
７
８

３
）
の
記
事
に
そ
の
名
が
見
え
、

す
で
に
奈
良
時
代
に
お
ま
つ
り

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
「
お
く
ど
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
、
竈
の
こ
と
を
ク
ド
と
も
い

う
こ
と
か
ら
、
久
度
神
は
カ
マ

ド
の
神
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
マ
ド
は
古
墳
時
代
に
朝
鮮

半
島
か
ら
渡
来
人
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
久
度
神
社
は
、

そ
こ
に
住
ん
だ
渡
来
系
の
人
た

ち
が
お
ま
つ
り
し
は
じ
め
、
そ

の
た
め
に
そ
こ
が
「
久
度
」
と

い
う
地
名
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

小
学
生
の
魅
力
あ
る
新
説

　

こ
う
し
た
説
に
加
え
て
、
最
近
、

魅
力
あ
る
新
説
を
目
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
王
寺
町
の
小
学
生

が
町
の
歴
史
を
学
習
し
た
成
果

を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
に
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ド
は
カ
マ
ド
の
こ
と
で
す

が
、
厳
密
に
い
う
と
カ
マ
ド
の

本
体
と
は
別
で
、
カ
マ
ド
の
後

ろ
に
あ
る
煙
道
の
口
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

久
度
の
地
域
は
、
奈
良
盆
地

を
流
れ
る
諸
河
川
が
集
ま
り
、

一
本
の
大
和
川
と
な
っ
て
亀
の

瀬
の
峡
谷
を
抜
け
出
て
い
く
と

こ
ろ
に
あ
た
り
ま
す
。
小
学
生
は
、

そ
う
し
た
地
形
が
、
煙
が
カ
マ

ド
か
ら
煙
道
へ
抜
け
出
て
い
く

部
分
に
似
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
、
そ
の
た
め
に
そ
こ
を
「
ク

ド
（
久
度
）」
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ま
し
た
。

　

久
度
は
地
形
的
に
重
要
な
場

所
で
あ
る
た
め
に
渡
来
系
の
人

た
ち
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
小
学
生
の
説
で
す
が
、

案
外
、
久
度
の
歴
史
を
言
い
当

て
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▲ 王寺周辺の大和川の流れ

地
名
か
ら
読
み
解
く
歴
史

〜
久
度
〜

第34回

   思いつくまま、
歴史の旅

く　

 

ど

く　

 

ど 　

く
み

ぶ
ん 

め
い

く　

 

ど   

ご
う

く　

 

ど   

が
み

し
ょ
く  

に　

ほ
ん　

 

ぎ

え
ん 

り
ゃ
く

か
ま
ど

え
ん 

ど
う

き
ょ
う 

こ
く

と　

 

ら
い  

じ
ん

か
す　
が 　
ま
ん　

だ　

 

ら

竜

田

川

富

雄

川

佐
保

川

寺
川

大 和 川
葛

下

川

川

飛

鳥曽
我

川

葛
城
川

高

田

川

亀の瀬

久度
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

4月

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

3

10

17

24

火 水 木 金 土日 月

1

8

15

22

29

5

12

19

26

4

11

 18

25

3月

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

5

12

19

26

6

13

20

27

火 水 木 金 土日 月

4

11

18

25

1

8

15

 22

29

7

14

 21

28

開館時間

お問い合わせ

携帯版

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（1月末現在）

　就活に失敗し、個人
経営のメンタルクリ
ニックにオープン直前
で滑り込んだ心理療
法士・森野美夢。変人
だと思っていた院長は
名ドクターで、クリニッ
クは心の病のデパート
だった！

　したためる、なしの
つぶて、よんどころな
い、そこはかとない…。
日本人の感性にしっく
りくる優しい響きの和
の言葉を、身近な例文
となごむイラストで紹介。

楽しみながらつかいかたが身につく。

『あなたの人生、逆転させます』 
　　　　　　　　     　小笠原慧：著

『ひとりぼっちのベロニカ』
　　　　  ロジャー・デュボアザン：作・絵

『わたしの宝石』 朱川湊人：著

『ロング・ロング・ホリディ』 小路幸也：著
『ニューカルマ』 新庄耕：著

『戦旗 大坂の陣最後の二日間』 松永弘高：著
『坂の途中の家』 角田光代：著

『学校の近くの家』 青木淳悟：著

『ありきたりの痛み』 東山彰良：著

『片手の郵便配達人』
　　　　  グードルン・パウゼヴァング：著

『大和言葉つかいかた図鑑』
　　　　　　　　　   　  海野凪子：文

　長野県富士見高
校には、全国でも珍
しい「養蜂部」があ
る。ひとりの女子高
生がはじめた養蜂部
が、創部３年で「農
業高校の甲子園」と
も称される日本学校
農業クラブ全国大会で優勝するまでを
綴ったノンフィクション。

『みつばち高校生』 
　　　　　　　　　　　  森山あみ：著

『幕末維新を動かした８人の外国人』
　　　　　　　　  　　小島英記：著

『気候を人工的に操作する』
　　　　　　　　　 　　水谷広：著

『990円のジーンズがつくられるのはなぜ？』
　　　　　　　　　　 長田華子：著

『呼出秀男の相撲ばなし』
　　　　　　　 　　　山木秀男：著

　クラス対抗大なわと
び大会に向けて、練習
が始まった。そうたは、
うまく跳ぶことができ
ず、たいちにどなられ
た。その日の帰り、そ
うたの一番のなかよし
だったのぼるが、たい
ちといっしょに帰ってしまい…。

　地域の環境や景
観を形づくり、人のくら
しに欠かせない様々
な恵みをもたらしてき
たサクラ。四季の姿か
ら、野生種の特徴や
分布、幅広い利活用、
サクラにまつわる文化
や歴史までを、豊富な写真や絵で紹介する。

　ベロニカたちの
住むのどかな川に
人間がやってきて、
町を作り始めまし
た。かばたちは、み
んな別の場所へお
引越し。若いベロニ
カは「新しい世界が
知りたい」と、かば仲間と別れ…。

『しゅくだい大なわとび』　　
 　　　　 　　　 福田岩緒：作・絵

『サクラの絵本』　　　　　
　　　　　　　 　　  勝木俊雄：編

『やむなくリーダーになる人が結果を
 出すために読む本』　  折戸裕子：著
『スマホ老眼は治る！』
　　　　　  　　　　 荒井宏幸：著
『広告チラシでつくる世界の飾り小物』
　　　　　  　　　あおきいくこ：著
『ぼんやり脳！
　上手にボーッとできる人は仕事も人生もうまくいく』
　　　　　  　　　  　西多昌規：著

アレルギー対策

セカンドライフを楽しもう

桜名所めぐり

春をみつけよう

図書館 『今月の特集』 コーナー図書館 『今月の特集』 コーナー

図書館の
イベント にこにこ(3歳以上向け)

3月20日（日）14：00～

ヨムヨム(4歳以上向け)
3月 13日（日）14：00～

きらきら(6歳以上向け)
3月27日（日）14：00～

おはなしふれあいタイム
3月19日（土）14：00～

絵本の部屋
3月29日（火）10：30～

読み聞かせ

イベント

　白鳳短期大学の学生たちによる、
楽しいおはなし会（人形劇、手遊び、折
り紙等）を開催しています。

「おはなしふれあいタイム」を開催！



142016.3 王伸

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

中
川　

慶
子

梅
の
花
微
か
に
匂
う
狭
庭
辺
に
幸
せ
思
ふ
春
は
す
ぐ
そ
こ

花
岡
百
合
子

病
窓
ゆ
二
上
葛
城
金
剛
の
美
し
き
夕
映
え
日
々
和
み
を
り

小
島
彩
起
子

病
み
つ
つ
も
卆
寿
と
な
り
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
日
々
を
悔
い
な
く
生
き
む

芝
池
小
夜
子

女
孫
よ
り
真
っ
赤
な
肌
着
贈
ら
れ
ぬ
気
遣
い
嬉
し
何
時
か
着
て
み
し盛

一　
　

環

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
観
劇
の
人
次
々
に
ポ
リ
ス
の
探
知
機
バ
ッ
ク
に
入
れ
る

塩
川　

雄
三

山
焼
き
の
炎
上
地
呼
び
天
呼
び
て

中
山　

富
子

試
歩
の
人
杖
を
頼
り
に
息
白
し

本
多
紀
代
子

我
が
家
に
は
我
が
家
の
鬼
や
年
の
豆

五
十
嵐
廣
子

声
ひ
そ
め
そ
っ
と
唱
へ
て
豆
を
撒
く

井
ノ
上
久
雄

龍
田
社
は
鬼
棲
ま
ぬ
な
り
福
は
内

大
谷　

峯
雄

愛
宕
山
連
な
る
峰
の
遠
霞
む

　

堀
上　

慶
子

青
空
を
借
景
と
し
て
風
花
す

中
野　

順
子

三
キ
ロ
の
体
ふ
る
わ
せ
呱
呱
の
声

谷
川　

憲
司

建
て
前
の
理
屈
に
本
音
引
き
下
が
る

小
林　

和
之

妻
の
愚
痴
一
升
瓶
に
混
ぜ
て
飲
む

来
田
甚
之
市

ど
ん
底
の
失
意
鏡
も
泣
い
て
く
れ

中
山
恵
美
子

過
去
秘
め
た
ま
ま
約
束
は
風
に
な
る

菱
木　
　

誠

正
義
だ
と
吠
え
る
と
地
球
儀
が
ゆ
れ
る

　

井
仲　

泰
生

木
枯
ら
し
へ
格
差
社
会
の
吹
き
溜
ま
る

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

か
す

さ

は

め

〜
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
！
〜

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
事
例
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
制
度
の
手
続
に
お
金
が
必
要
と
言
わ
れ
た
も
の

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登
録
手
数
料
と
し
て
お
金

が
必
要
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
お
金
を
要
求
さ
れ
た

〇
情
報
流
出
が
あ
っ
た
と
し
て
お
金
を
要
求
す
る
も
の

　
「
あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
流
出
し
て
い
る
。
登
録

を
抹
消
す
る
に
は
第
三
者
か
ら
名
義
を
借
り
る
必
要
が

あ
る
」
と
電
話
が
あ
り
、依
頼
す
る
と
、別
の
者
か
ら
「
名

義
貸
し
は
犯
罪
だ
。
逮
捕
さ
れ
る
ぞ
」
と
脅
か
さ
れ
、

解
決
す
る
た
め
の
お
金
を
要
求
さ
れ
た
。

〇
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
訪
問
し
た
と
、

家
族
構
成
や
年
金
受
給
者
か
ど
う
か
を
聞
か
れ
た
。
ま

た
、
個
人
情
報
の
調
査
中
と
言
わ
れ
、
資
産
や
保
険
の

契
約
状
況
を
聞
か
れ
た
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き
で
、
国
や
自
治

体
の
職
員
が
口
座
番
号
、
資
産
や
年
金
・
保
険
の
状
況

を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
万
が
一
お
金
を
要
求
さ
れ
て
も
、
絶
対
に
支
払
わ
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

●
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
役
場
の
住
民
課
や
消
費
生
活

相
談
室
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

　

総
務
省　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

　

０
１
２
０ 

－

 ９
５ 

－

 ０
１
７
８
（
無
料
）
ま
で

お
う
じ
消
費
生
活
相
談
室

毎
週　

月
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

役
場
１
階　

消
費
相
談
室

　
　
　

☎
73

－

２
０
０
１　

（
内
線
５
１
６
）

消
費
生
活
相
談
・
開
設
日

ア
メ
リ
カ
在
住
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監 督
コーチ
コーチ

新田　義男
山口　　巖
平田　　治

（体育協会会長）
（体育協会陸上部長）
（体育協会陸上部）

第１１回市町村対抗子ども駅伝大会出場選手

海原　紬希
早坂　　剛
浅井　良介
津老　爽吾
髙井　　翼
江波戸　乾人

6
6
6
6
6
6

王寺小学校
王寺北小学校
王寺北小学校
王寺北小学校
王寺北小学校
王寺北小学校

6
6
5
5
6
6

草野　愛悠
松本　明日風
大前　奈々葉
尾野　奈月
松岡　里桜
鹿島　七星

王寺小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺北小学校
王寺南小学校
王寺南小学校

選手名（男子） 学 校 名 学年 選手名（女子） 学 校 名 学年

今年の王寺町代表選手たち

　第１１回市町村対抗子ども駅伝大会が、
３月５日（土)、馬見丘陵公園で開催されま
す。３２名の候補者の中から王寺町代表と
して選ばれた男女各６名が、大会までの毎
週水曜日、約１時間３０分の練習を葛下川
周辺遊歩道で積み重ねてきました。
　練習では、体育協会陸上部のコーチから
のアドバイスや指導をうけ、本番を目前に
選手たちの気持ちも盛り上がっています。
　今年も、最後まで全員で力をあわせてタ
スキをつないで頑張ってください。

王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に有効に
活用いたします。

ご寄附いただきありがとうございました善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　 　  …………………… 5,000円

また、役場窓口をはじめ、町内公共施設にも募金箱を設置
しております。みなさん、ご協力をお願いします。

（平成28年1月末現在）

現在の寄付金額

￥7,948,614

達磨寺方丈修復プロジェクト
ご寄付ありがとうございます!

　平成２７年１１月３０日（月）、農林業センサス（統計調査）において、永年にわたり積極的な
調査員活動が認められ、植田博光さんが農林水産大臣表彰を受賞されました。

受賞おめでとうございます

準備万端
 子ども駅伝 
  がんばるぞ！



す
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く
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寺
っ
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成
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年
1
月
13
日（
水
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（
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月
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健
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あ・と・が・き

■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
2
8
年
3月
4日（

金
）

　2月11日（木・祝）に行われた
『90人の合唱隊』記念コンサート
の様子です。舞台に集まった90人
による合唱は、大迫力で、王寺町
制施行90周年記念イベントを締
めくくるにふさわしい素晴らしい催
しになりました。
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王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
寺
町
王
寺
2丁
目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場

■今月の表紙

のうごき 平成28年1月31日現在（前月比）
人口 23,477人（ー3） 男 11,140人（ー7） 女 12,337人（+4） 世帯数 9,910世帯（+9）

　春の陽気に浮かれています、王伸担当のコウちゃんです！
　私は、四季の中でも、春がいちばん好きです。春の空気は、なにか
新しい楽しいことが起きそうな予感を感じさせ、ただ散歩しているだ
けでも、どきどき・わくわくしてしまいますよね！
　あ、そうそう！どきどき・わくわくといえば、今月の王伸６ページでも
関連記事を紹介しましたが、王寺町では現在「明神山 デートスポット
化」を進めています。みなさんが大切な恋人ときて、どきどき・わくわ
くできる素敵なスポットになる予定です！私も素敵な恋人（未定）と行
く予定です！（笑）みなさんも、ぜひご期待くださいね！

日佳理ちゃん（10か月）
ひ　  か　 り
▲

明るい笑顔で
我が家にひかりを灯してね☆

咲希ちゃん（10か月）
さ　き

希衣ちゃん（3歳）
き　い

▲

２人の笑顔が大好き♡
元気いっぱい育ってね

蒼優ちゃん（11か月）
そうゆう

莉愛ちゃん（6歳）
り  あん

▲

姉弟ずーーっと仲良しでいてね♡

悠斗ちゃん（10か月）
はる　と
▲

悠ちゃんはパパとママの宝物♡
大好きだよ！

絃ちゃん（11か月）
いと
▲

健康で元気いっぱい
スクスク大きくなあれ

拓也ちゃん（11か月）
たく　や
▲

たくちゃんだいすきぃぃぃ♡♡♡

美織ちゃん（11か月）
み　おり
▲

とにかく元気に明るく育ってネ♡
羚王ちゃん（11か月）
れ　 お
▲

これからも元気な笑顔で
楽しく成長してね♡

洋ちゃん（11か月）
よう
▲

よう笑う洋ちゃん、
スクスク育ってね！！

広
報王
伸


